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〈特別企画 〉

中国の秘境「九案洵」「黄龍寺漢谷」の旅
― 四川省・山民山山脈麓 トレッキング ー

「九案1洵」「黄龍寺漢谷」は、四川省北部に、甘

粛省との境を成す眠山山脈の麓にある、中国でも

第一級の景勝地です。無数に存在する真青な湖と

真白な滝が美 しい調和を見せる「九案洵」、水の流

れが長い年月をかけて造りだした自然の芸術品「黄

龍寺漢谷」は、これまで外国人には未開放の地で

したが、86年 にHAJの ために特別開放されるこ

とになりました。 トレッキングの基地となる町「松
藩」の歴史は古く、春秋時代に湖ると言ゎれてい

ます。歴史的にも興味のあるところです。 ▲九案 ,勾 の滝

1.時 期   1986年 7月 25日 (金)～ 8月 10日
(日 )17日 間

2.定 員  15名
3.費 用  約70万円
4.行動概要 北京 一 成都 ― 松藩
トレッキングは、松藩を基地として九案洵

黄龍寺漢谷へ、それぞれ往復 2～ 3日 の行程

です。四川省登山協会、松藩体育委員会のメ

ンバーとの親睦会も予定しています。

北京一成都間は、往路あるいは復路に鉄道

の旅を予定 しています。

▲黄龍寺、自然の

表 紙 写 真
キャラバン11日 目にして漸く陽光が射し、雲間からガンケル・プンズム

の荘厳な山容が現われた。夢にまで見た玉峰に初めて対峙した一瞬であっ

た。よもやこの玉峰を取逃すとは思わずに山を見入っていた………

Yz7+ No 121
1.雷龍の国の遥かな頂 ― GANKEROPUNSUM 1985-
12.ヒ マ ラヤ・ ニ ューース <地域ニュース・ トピックス・ィンフォメーション>

14.砂漠の果ての遥かな頂 ― CROWN 1985-
24.寸感・事務局日誌
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ヒマラヤの “シャングリラ (桃源境 )''と 云わ

れる雷龍の国・ ブータン王国は、あらゆる分野の

垂涎の的となっており、此の国に横たわるヒマラ

ヤの高峰も、長い間その門戸が閉さされてきた為、

未だに多くの知られざる山域や高峰が残されてい

る。中でも一国の最高峰が未踏のまま温存されて

きた事は驚きであり、未知なる高峰に憧れるヒマ

ラヤニストにとっては、最も興味ある魅惑の地と

なっている。

HAJで は、1983年 のブータン・ ヒマラヤの解

禁当初から、この国の最高峰ガンケル・ プンズム

(7,541m)の 登山許可を熱望し、ブータン政府
への折衝を継続してきた。その結果、同峰のオー

プンに漕ぎつけ、最初の登山許可を取得する光栄

に浴する事が出来た。

ガンケル・ プンズムの意味については、諸説が

あるようだが、地元の人に聞いた話しでは、『三

つの河の源頭に響える白い大きな山』の意味だと

云う。即ち、この三河川とは、ガンケルの南西面

から流れ出すマンディ0チ ュー、南東面からのチ

ャムカ・チュー、それに北東面から流れ出すクル

・ チューである。

我々は、'83年 の 2次に亘る偵察結果からマン

ディ・ チュー沿いの道をアプローチに取った。一

方、同時期にガンケルに向ったアメリカ隊は、チ

▲ガンケル・ プンズム (7′ 541m)の 全容

ャムカ・ チュー沿いにアプローチを求めた。然 し、

このルートからではBCか ら主峰への距離が非常

が長くなる為、 1司隊は BCで登山を断念し、早々

に引き上げてしまった。

南面から見るガンケルは、両翼を拡げた鳳凰の

ような山姿で鴛え立ち、困難さを感じさせる。我

々は当初、第 2次偵察隊の持ち帰った写真をもと

にたのスカイラインを描く西稜から攻略する予定

であったて,然 し乍ら現地入りして偵察 してみると

取り付きまでの トランスポートが余りにも長過ぎ

ることや、写真では判明できなかった死角の部分

がルー トには成り得ない事など種々判明した為、

この未踏の頂から一気にそぎ落ちている中央稜に

ルー トを転進 して登山活動を展開した。然し、こ

の素晴しいルー トにもかかわらず、相次ぐ隊員の

事故などにより10月 の好天期を前に断念を余儀な

くされてしまった。

以下に無念の敗退を喫した報告を記す。

先発隊業務

8月 711の深夜、先発隊の尾形、三好、勝嶋の

3名は、カルカッタのダムダム空港に降り立った。

空港カスタムでは、プラパール・ボックスの荷

物に対してTBRE(Tourist Baggage Re― Export)

を切られた他は、フリー・チェックで通過。空港
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から雨上りの道路に車を走らせて、市内のグレー

ト・ イースタン・ ホテルに落ち着く。

翌日は、先ずアナカンで送った隊荷の通関から

片付けようと、朝食後に空港近くのブータン 0ハ

ウスヘ出かける。然しながら尋ねる人は、ブータ

ン・ カスタムヘ行っているとの事で不在であった

為、また、折り返しチボリコー トのブータン・ カ

スタムヘと逆戻りする事になる。ブータン・ カス

タムで漸くBTS(Bhutan TOurist service)の ナ

ワン・ ドルジェ氏を掴まえる事が出来た。早速、

我々の隊荷通関の件を持ち出すと、隊荷は既にカ

スタム・ クリアーして此のス トールに保管してあ

ると云われ驚いてしまう。ブータンの場合も中国

登山と同様に荷受人が居なくても代理通関が可能

になったようである。隊荷通関の先発業務が無け

れば、何も先発を出す必要は無い。今後は、隊荷

のティンプー着を確認してから全員一緒にブータ

ン入りした方が経費もかからずベターであろう。

8月 9日  先発隊が持参 した約 150 kgの 荷物の
うち90kgを 4個に梱包して、ブータン0カ スタム

ヘ持参する。ブータン・ カスタムのタシ・チュワ

ン氏の話しでは、まだトラックが到着しておらず、

隊荷のティンプー到着は13日 以降になるとの事。

それでもインドのチャーター・ トラックでは、途

中の トラブルが心配なので、遅れてもブータンの

トラックで搬送 して呉れるようお願いする。

カルカッタでの先発業務は、殆ど何もする事な

く片付き、残りの 2日 間は体調管理の為、ホテル

で静養する。

空路、雷龍の国ヘ

8月 12日  5時半にモーニング・ コールで起こ
され、空港へ向う。

DRUK― AIRで ブータンヘ行く場合、カスタム

は通らず、イミグレで出国カードを提出するだけ

で0・ Kである。飛行場の隅に我々の搭乗する心

もとないプロペラ機は留まっており、乗用車が飛

行機迄運んでくれる。飛行機は両側に一列ずつシ

ー トが並び、全部で16シー トの狭い飛行機である。

前から4番目のシートに腰を降すとカーテンで仕

切られたコックピットの一部が見え、キャップテ

ンのせわしい動きが眺められる。

パロ迄の幸運をキャプテンに託し、搭乗機はダ

ムダム空港を飛び立った。機内は気圧調整されて

おらず、約 3,600mの高度を一路北上する。従っ

て、パロ迄の飛行中は低圧チャンバーに入ってる

ようなものである。

西ベンガル州の穀倉地帯からバングラディッシ

ュの上空へと飛行する中で、機窓からは、一面水

浸 しとなったバングラディッシュの水害や広大な

プラマプ トラ河の流れなどが俯敏できる。インド

亜大陸の大平原が終り、シワリク山脈の盛り上が

りが見られるようになると眼下には、国境の街、

プンツォリンが眺められる。飛行機はこのサブ・

ヒマラヤをかすめるように飛んで行く。やがてパ

ロ・ チュー上空へと機首を旋回し、谷間の中を徐

々に高度を下げていくと程無くパロの空港であっ

た。

パロ空港に雷龍の国の第一歩を印し、先ずイミ

グレに出向く。パスポー トと入国カードを提出し

てビザの照合がなされ、事前に申告した日数分だ

けビザが交付される。交付料は 1人 20ドルとこれ

またブータンの滞在費並みの料金である。次いで

カスタムは、所定の申告書を提出し、型通りの荷

物チェックを受けて0・ K。 出迎えてくれたBTC
(Bhutan′ I｀OuriSm COrpOration)⊂ )イ シ・ウォン

チュックが手際良くやってくれる。

空港からBTCの マイクロバスに荷物を積み込み

ティンプーに向う。パロ・チューからティンプー

・チューと谷沿いの道に車を走らせ、 1時間ちょ
っとで首都ティンプーに着く。

取り敢えず、宿泊先のブータン・ ホテルに落ち

着き、昼食後、デポ品の点検に出かける。然し、

出かけた倉庫に我々のデポ品は無く、別の倉庫だ

と云われ、翌日チェックすることにする。何にせ

ここブータンのオフィス・ タイムは 8時～14時迄

なのである。

13日 、朝食後、 BTCの オフィスに赴くと、昨
夜遅 く我々の隊荷がティンプーに到着 したと云わ

れ、早速、荷物のチェックに出かけた。ところが

トラックから降しはじめた荷物は、我々のではな

く京大隊のものであった。どうもカルカッタのB

TSで送る順序を間違えたようである。直ちにカ
ルカッタと連絡を取って貰ったところ、我々の隊
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荷は今ロプンツォリンに着 くとの事であった。

隊荷が到着 しない為、この日は現地購入品の買

い出しとデポ品のチェックを行った。ティンプー

の街で、殆どの食料品や日用雑貨を買い揃えるこ

とが出来る。値段はインドに比べて輸送賃分が高

い程度である。只、インド、ネパールのようにシ

ョッピング・ ゲームを楽しむことは出来ず、値段

は店主の云い値で決ってしまう。

14日、漸く我々の隊荷がティンプーに到着した。

ティンプーの街の人口にあるブータン・ カスタム

ヘパッキング・ リストを持って受け取りに出かけ

る。カスタムでは個数をチェックするだけで0・ K
実に簡単で良い。

チェックした隊荷は、その場で別な トラックに

積みかえられ、その日のうちにジャッカルヘ向け

て出発して行った。

15日 、先発隊の 3名は、ティンプーでの先発業

務を終えて、キャラバンのスタート地であるブム

タンのジャッカルヘと出発した。

アプローチ

ブータンのキャラバンでは、他のヒマラヤ諸国

のようにポーターを使う事は稀で、大抵は馬やヤ

クが使われる。今回の我々のキャラバンでもジャ

ッカルからドュル・ サーチュー迄は馬を用い、

その先 BC迄はヤクを使った。
ブータンに於ける馬、ヤク、ポーター等の使役

は全て各行政区のゾンダ (行政庁官 )の命令によ

って行なわれる。従って登山隊の場合は、受入れ

窓Llの BTCが登山隊から事前に送られる隊荷 リ
ストと日程表をもとに馬、ヤク、ポーターの数を

各行政地区のゾンダヘ依頼 し、その依頼を受けて

ゾンダは登山隊の日程に合わせて村人を手配する

ことになる。当然の事乍らこれらのアレンジには

時間がかかるので、遅くとも2週間前迄には登山

隊の日程を連絡 しておかないと手配が間に合わな

くなる。

また、今回のキャラバン・ ルー トのように 2つ

の行政地区を通過する場合は、行政地区の境界を

越える所で馬、ヤク、ポーター等もチェンジしな

ければならない。マンディ・ チュー沿いのルート

をアプローチに取る場合、ジャッヵルからドュル

・サーチュー迄がブムタン行政区で、これから先

BC迄はウォンデイホドン行政区となる。その為
我々もドュル・ サーチューで馬からヤクに交替す

ることになったのだが、 BTCか らのオーダーが
ウォルタンからBC迄になっていた為、 ドュル・
サーチューからウォルタン迄の運び手が無く、先

発、本隊とも往路で 3日 間も停滞を余儀なくされ

た。テコでも動かない構えのヤク方を前にゾンダ
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の命令が如何に絶対的なものであるか身にしみて

知 らされた。

アレンジか ら支払いまで全て BTCス タッフが

やって呉れるブータンのキャラバ ンは煩わしくな

くて良いが、今一つ不慣れな点 も多い。

8月 17日 に先発隊 (3名 )、 22日 に本隊 (6名 )、

9月 3日 に後発隊 (1名 )が、それぞれブムタン

のジャッカルからキャラバンを開始した。

うっとうしい雨雲のもと、馬と共にジャッカル

を出発。暫くチャムカ・ チュー (川 )の流れに沿

って行くとクレジュ・ ラカン (ゴ ンパ)があり、

車の終点となる。キャラバン初日は行程が短いの

で、クレジュ・ ラカンやその手前に在るジュンベ

イ・ ラカンを見学 し、登山の安全祈祷を捧げる。

ガンケルの南面から流れ出るチャムカ・チュー

と別れて、ルートは ドュレ・ ラの麓より流れ出す

ドゥセビィ・ チューに沿って辿るようになる。 ド
ュラ村の手前で立派な吊り橋を渡り、川沿いの平

担な道を行く。これから先、人の住む部落は無い。

間もなくゴルサムの登りにさしかかり、最初の急

登に一汗かかされるとゴルサムの広い車原に飛び

出す。この気持良いカルカがキャラバン初日の泊

り場となる。尤も先発隊はここ迄登り着かず、手

前の吊り橋の所で一泊となった。

2日 日は、ゴルスムからチョクスムのカルカヘ

山腹を トラバースし、その後、再び川沿いの道を

辿る。竹林からシャクナゲの森を通ってひと登り

すると次はラムスムのカルカに出る。この“スム"

とはカルカのある草原を意味するのであろうか。

“スム "の付くカルカが幾つかあった。

先発隊の 2日 目の宿泊地、コルパンのカルカを

過ぎ、うっそうと生茂るヒマラヤ杉の木立の中を

歩みながら徐々に高度を稼いで行くと二股となる。

この二股を過ぎると間もなく谷はU字谷となり、

美しいお花畠が展開する。この開けたU字谷は格

好の放牧地で、ソッチュンチェンのカルカと呼ば

れる。このカルカで 2日 目の宿泊となる。高度は

既に 4,000m、 本隊はここに 1日 滞在 して順化 ト

レックを行った。

広いU字谷を抜け、 ドュレ・ ラヘの登りにかか

ると途中の 4,300m地点にヤク・ キャンプがあり、

▲ヤクのキャラバンは トラブルの連続

新鮮なヤク乳やダヒにありつける。このヤク家族

と二好隊員とは二年振りの再会であった。偵察の

時も同じ所にヤク・ キャンプが張られてたと云う。

この辺り迄高度を上げてくるとヒマラヤの幻の

花として興味深い“青いケシ "の花も多く見られ

るようになる。連日うんさりするような雨にたた

かれ、泥やヤク糞にまみれての惨めなキャラバン

にあって足元に咲く可憐な花は心をなごませてく

れるで

ドュレ・ ラの高度は 4,680m。 最初の高い関嶺

越えとなるため馳れない身体には少々応える登り

となる。

峠から一気に下るとジュリ・ ツォの大きな氷河

湖が蒼々と水を湛えているのが見える。湖畔には

百花線乱のお花畠が散在 し、正に大上の楽園と云

った所である。この湖畔に沿って若千登り返すと

次はコクタン・ ラ (4,430m)に着く。残念なこ

とにモンスーンさなかのキャラバンでは、何も眺

望は得られず、折角の展望台も足元しか見ること

ができなかった。

峠の真下にコクタンのカルカがあり、先発隊は

3日 目の夜をここで迎えた。

コクタン・ カルカからは、ひたすら下りに下る

道で約 800m近 くも高度を下げる。馬の足で 2時

間、一気に下るとドュル・ サーチューの温泉に着

く。「サーチュー」は、ゾンカ語で「温い水」を

意味し、ネパール、インドなどにある「タトパニ」

と同じである。この温泉場には、岩を今|1貫いたり、

木組みした湯槽が 5つあり、この他にも何箇所か

湯が沸き出している。湯量も幸富でよい温泉であ

る。ブータンの人達も何組か湯治に来ていた。
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此の地にて前述 したようにヤクの手配が悪く、

先発、本隊とも3日 間の無駄な逗留を強いられた。

ティンプーの BTCと何度かの無線のやりとりで、
漸くウォンディホドン行政区のヤクとチェンジす

る事が出来、出発となった。ヤクに依るキャラバ

ンは初めての経験であったが、それはそれは毎日

が トラブルの連続で大変なキャラバンであった。

先発隊では、 ドュル・サーチューを出発して直ぐ、
ヤクの 1頭がマンディ・チューの激流に転落し、

勝嶋隊員の個人装備とトランシーバー、テントな

どの共同装備が流失するアクシデントが発生した。

ヤクは翌日、中洲に這い上がっているのが発見さ

れたが、装備は何一つ見つからなかった。

ドュル・サーチューから先は、一旦マンディ・

チューの流れから離れ、ウォルタンまで約 1,100

mの登りとなる。再び森林限界を抜け出し、ネプ
0ラ (4,590m)の峠を越えると眼下には、雨に

燻るウォルタンの広大なカルカが眺められる。こ

の峠の直下でもヤクが大暴れし、無線機の入った

木箱を壊してしまった。幸い無線機は無事だった。

青々としたウォルタンの草原には、恰も岩を散

りばめたようにヤクの黒点が散在する。このカル・

力まで ドュル・ サーチューからは 1日 行程である

が、先発では例のヤク・ アクシデントの為、 3日

も要 してしまった。

このウォルタンからウォルタン・ ラを越えてル

ナナヘ行く道と別れ、我々はマンディ・ チュー右

岸の道を辿る。標高 4,400m～ 4,500mの コンタ

ーに沿って幾つかのカルカが点在 し、ヤクやヤギ

の放牧がされている。これらのカルカを結ぶよう

に放牧道が続いており、この道を辿る。眼下にマ

ンディ・ チューの白い流れを俯欧しながら山腹を

横切っていくと、東の間の雲間からガンケルの荘

厳な姿が眺められる。感激の一瞬であった。先発

隊では、キャラバン開始して以来11日 目に漸く陽光

を浴びると云った有様で雨また雨の毎日であった。

マンディ・ チューがU字谷となる辺りで一旦河

原に降り、暫くU字谷のゴーロ歩きをしてから、

再びサイド・ モレーン上へと登り返す。

氷河舌端が眺められる最後のカルカ (4,680m)

でキャラバン最後の一夜を送り、BCへと向う。
アブレーション・バレーから広大な台地状に広が

る古いモレーンにルートを求め、ヤクの後からノ

ンビリと辿る。草でおおれた 3本の大きなモレー

ン台地を越えて行くと、眼下に 3つの氷河湖のあ

る支氷河が俯敵できる。この地点で高度は 5,250

mも あり、 BC入 りの厳しい高度試練となる。モ
レーン台地から一気に 200m近 く下ってこの支氷
河へ降りる。上流と下流にある氷河湖は大きく、

乳濁色の水を湛えており、対岸に見える氷河湖は

コバル トブルーに輝いていた。上流の氷河湖から

流れ出る川を対岸に渡り、この美しい氷河湖の下

に我々は BC(5,050m)を 設けた。ウォルタン
から此の地まで 3日 を要し、予定より 1週間遅れ

て 8月 28日 に BC建設となった。此の地は、当初

考えたBC予定地よりもかなり下方であった為、
A・ BCへの トランスポートが懸念されたが、ャク

方が「これから先は道がない。」と動かないため己

むを得なかった。それでも此々からでは A・ BCヘ

の荷揚げが大変なので、隊荷を少しでも上部へ搬

送してくれるよう懇願 し、翌29日 にBC背後の古
いモレーン台地まで進んで貰った。 BCか ら30分

程の所であるが、此の地をデポ地 (5,150m)と

して上部キャンプの隊荷を集積した。

登山活動概要

休養明けの 9月 2日 より我々は本格的な登山活

―中央稜ルート図―
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▲雪庇上に設けられたC2(6′ 450m)

動に入った。この日は、デポ地の隊荷整理に 4名

を残し、残りの 5名で ABC建 設に向かう。
デポ地からガンケルの南西面に横たわる長大な

氷河を横切って対岸へと渡る。モレーン0カ バー

された起伏の大きい氷河を横断し終えると、中央

稜側から押 し出す支氷河が出合ってくる。この支

氷河の舌端部をまいた後、巨岩が塁々とする中を

氷河右岸に連なる顕著なモレーン稜に沿って登る。

やがてこの支氷河の上部は広大なスノー・ プラト

ーとなって中央稜の基部へと続く。我々は、この

スノー・プラトーのどん詰りの端にABC(5,450
m)を設けた。BCか らの高度差は、400m程であ

るが、歩きにくい氷河上の長丁場の為、 ABCヘ
の荷揚げはかなりのアルバイトとなった。

ABCへ の隊荷集積を見て、 6日 に尾形、三好
の 2名がルー トエ作隊として ABCに移動 した。
翌 7日 よりClへのルー トエ作が開始された。

ABCか らモナカ雪のラッセルに苦しめられなが
ら、取付き点と目したルンゼの下部へと到達 して、

ここからフィックスエ作を開始する。ルンゼの押

し出しを 3ピ ッチ登ると、30m程のヒョングリ滝

が現れる。中段で一旦区切り、上段のスラブはア

イゼンを外して乗っ越す。滝の上部は、ラビーネ

ンツークの中に 200mの フィックスを延し、岩壁

にアンカーを取る。 8ピ ッチロは、いよいよ「ノ

ド」の部分となる。ルンゼの幅は、 3～ 4mに狭

まり、上部からの雪崩は全てここに集まってくる。

雪崩で洗われてカチカチとなった雪壁を足早に登

り、上部の ミックス壁を越えるとルンゼ左側の岩

稜に飛び出す。この地点まで登るとABCが 眼下
に見下せるようになる。この先、岩稜右手の雪面

にルートを取るも、陽が当たり出すと、雪はシャ

ーベット状に腐り、時として大腿部まで潜ってし

まう。この日は、さらに 1ビ ッチ、フィックスを

延 して終了。「ノ ド」に集中する表層雪崩れの収

まるのを待って下降に入った。

8日 、この日からルートエ作隊に工藤が加わり

3名で向かう。前日の最高到達点には10時に到達

してルートエ作にかかった。既に雪は腐りだして

おり、しょっばなから腰までのラッセルを強いら

れる。悪戦苦闘 しながら2ピ ッチ登り、「憩いの

テラス」と名付けた大岩の基部に到達する。この

大岩は、基部を右に回りこみ右手のコンタクト・

ラインを登る。再び雪稜に戻り、急峻な雪稜に高

度を稼いで 200m程登ると顕著な三角岩の基部に

到達する。高度は約 6,000m。 この日は、 5ピ ッ
チ、フィックスを延しただけで終了となる。

9日 、この日は、 Clま での核心部となった三

角岩の突破がなされ、 Clへ続く上部雪稜に飛び

出した。

前日の最高到達点から、先ず急峻な雪壁を登り、

次いでォーバーハ ングした岩の下を雪の付いたバ

ンド伝いにトラバースするも態勢が悪く苦労させ

られる。バンドの出口にアイス・ ハーヶンを打っ

て左の雪壁に移る。雪壁は垂直を感じさせるよう
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な傾斜でそそり立っており、慎重に登る。上部の

壁にアンカーを取って、一息つく。 2ピ ッチの岩

壁は右に走る凹角から取付き、途中から左の雪壁

に移る。中程で岩が露出した箇所が悪く苦労させ

られる。この雪壁を越えると待望の上部雪稜に出

る。右手に張り出した雪庇に気を付けながら雪稜

上にフィックスを延して行くも、濃霧とみぞれの

悪天候により、 5ピ ッチ延した所でこの日のルー

トエ作は打ち切る。

翌日から雪が降り続き、 ABCで はルンゼ内の
雪崩の懸念から2日間の停滞を余儀なくされた。

12日、ルートエ作隊の 3名 と10日 に ABC入 り
した江崎、亀田、機嶋の 6名で Cl(6,250m)
を建設する。Clは、 9日 の最高到達点からさら
に80m程雪稜を登った地点のナイフ・ リッジを切

り崩して設営した。

13日 、ルートエ作隊の 3名は、この日からCl
に移動 してC2へのルー トエ作に向かった。
14日 、Clか ら雪稜上に 5ピ ッチ、フィックス
を延すとスノー・ ドーム手前のプラトーに出る。

此の地まで登ると頂上が一段と近付き、その頂か

らそぎ落ちる中央稜は近付き難い急峻さをもって

響り立っているのが眺められる。

この日は、このプラトーまでで終わり、 Clへ

▼恐竜の背中を思わせるナイフ・ リッジ

戻る。Clに戻った後、登攀隊長よリルー ト再検
討の問題が投げかけられた。中央稜を本気で落と

すには退路を絶っておく必要があった。「西稜の

方が易しかったのでは。」と云った迷いがあっては

これだけのルートを陥落することは出来ないと思

ったからである。全体 ミーティングの結果、翌日

から 1パーティを西稜の偵察に出すことが決定さ

れた。

15日 、 Clの 3名は一旦 ABCへ と下り、尾形、
工藤の 2名がそのまま西稜へのルート偵察に向か

った。この日は、我々が ABCを 設けた支氷河の
もう一つ上部の支氷河に入り、アイス・ フォール

の末端で設営した。

翌日、視界の悪い中を当初予定した西稜の取付

き点 (5,750m)まで登ってルート偵察を行った。
つぶさに観察 した結果、当初予定したルンゼから

西稜へ取り付くことは不可能であり、また、西稜

上部にも圧倒的な岩壁が立ちはだかるなど、下か

ら見たほど安易なルー トではないことが判明した。

中央稜から南西壁、そして西稜と観察 してみて、

我々の行き着いた結論は、ガンケルを南面若 しく

は南西面から攻略する場合、中央稜しかルー トに

はなりえないであろうと云う事であった。将来は

南西壁や西稜にもルー トが引かれるかも知れない
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が、この時点で当隊の足元を見つめた時、中央稜

が唯一のルートと思われた。この結論を持ち返っ

て、我々は再度、中央稜へ全力を傾注していった。

この偵察行で失われた数日間は痛かったが、中央

稜へ力を結集させるためには是非とも必要な事で

あったと思っている。

この頃、12日 から体調を崩していた江崎が急性

肝炎の疑いがあると診断され、 BCで は徹夜の看
病が続けられていた。症状がかなり重ぃため、18

日にはヘリコプターの要請がなされた。然し、モ

ンスーンさなかの山岳地帯の天候状態は悪く、ヘ

リコプターの飛来は困難を極めた。何度かの トラ

イの後、漸くヘリコプターが BCにやって来たの

は、22日 であった。 ドクターも一緒に同行するこ

とになり、この日2名が離隊した。以後、我々は

ドクター・ レスで登山活動を続けることになった。

登山活動の方は、19日 から再開され、この日ル

ー トエ作隊の 3名はClへ移動 した。

20日 、Clを出発 したルー トエ作隊は、12ピ ッ
チのフィックス・ ロープを延してスノー・ ドーム

(6,500m)へ と達した。

21日 、スノー・ ドームからいよいよ恐竜の背中

を思わせるような雪稜のルートエ作に入る。南壁

側に張り出した巨大な雪庇に神経を使いながら、

この日は、 8本のフィックスを施す。

22日 、前日の最高到達点から、ソフトクリーム

▼ガンケル南西面の長大な氷河とナムシラ山群

のお化けのようなタワーに取り付く。登り切った

頂部をセカンドが トラバース中、足元から表層部

崩が起り、危うく巻きこまれそうになる。この頂

部からナイフ・ リッジを 1ピ ッチ下った雪庇上を

C2(6,450m)と し、 この日は ABCへ と下る。
24日 、亀田、楊嶋の両名によってC2が建設さ
れた。

26日 、ルー トエ作隊が C2入りしたこの日、恐

れていた雪崩事故が発生した。 Clへの荷揚げの

帰り、亀田が、例の「ノド」の入口にさしかかっ

た際、上部からの雪崩に巻きこまれてルンゼ内を

約 300mも流されると云う事故が発生した。これ

だけの距離を流されてカスリ傷だけで済んだのは、

正に奇跡としか云いようがない。この晩、雪崩対

策に関して討議が行われた。

C2の先には、シャトー (古城 )を思わせるよ

うな第一岩壁帯が立ちはだかり、 C3への核心部

となる。

C2か ら今にも崩れそうな雪稜に 3ピ ッチ、ル

ートを延しシャトーの基部に到達する。下からの

観察では、雪壁をうまく拾って登れるかと思った

が、取りついてみると、壁と雪の間に隙間があっ

て、とても雪を使って登る事はできず、全ての雪

をかき落として登ることになる。出だしから人工

登攀を強いられる。ハーケン9本 とボルト1本を

使って 1ピ ッチを抜け、雪壁に出る。 2ピ ッチは、
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急峻な雪壁バンドを左に 7～ 8mト ラバースして、
そこからハング帯の一番小さな所を目指して人工

で直上する。ハーヶン11本使用して第二雪田に抜

ける。この雪田を10mほ ど登ってこの日は終了。

28日 、風雪の中を前日の最高到達点までダブル

・ ユマーリングで登り返 し、ルートエ作を開始す

る。 3ピ ッチロは、 2箇所に帯状のハング帯が横

たわり、いずれも岩が脆く苦労させられる。 3ピ

ッチも殆ど人工で登り、シャトーの頭へと抜ける。

29日 、出だしから3ピ ッチのダブル・ユマーリ

ングは、重荷だときついアルバイトである。シャ

トーの頭からは、予想以上に急峻な雪稜が続く。

この雪稜に 6ピ ッチのフィックスを延すと、スノ

ー・ ピーク (6,750m)に出る。この先は、C2
手前の恐竜の背中と同じようないやらしいナイフ

・ リッジが第二岩壁帯へと続いている。この日は、

さらに 2本のフィックスを痩せたリッジに延して

C2へ戻る。

核心部である第二岩壁帯のルートエ作を考える

と、このスノー・ ピークがC3の予定地として相
応しいように思われたので、翌日、キャンプ・ サ

イトとして整地 した。

30日 、尾形、工藤の 2名は、第二岩壁帯を前に

して予想外のナイフ。リッジに悪戦苦闘を強いら

れていた。両側にスッパリと切れ落ち稜線には巨

大なキノコ雪がソフトクリームのお化けのように

ェカンプー・カン、マサ・カン、ツェンダ・カンを望む。

乗っかり、どこが安全境界線なのか判らないまま、

薄氷を踏む思いでルートを延して行った。やがて

リッジ上に恰もジャンダルムが如く立ちはだかる

ピナクルが現れた。このアンサウンドロックの岩

塔を直上するか、左ヘー旦アップザイレンして側

壁を トラバースするか迷っている内にこの日は時

間切れとなってしまった。ピナクルの基部 (6,800

m)に打ち込んだハーヶンに登攀用具をデポし、
C2へ と下降した。よもや、これが今遠征の最高
到達点になろうとは夢にも思わずに……

この夜、C2で工藤が肺水腫となり、翌日から
BCへの搬出活動が夜を撤 して行われた。 BTC
スタッフの献身的な協力を得て、 2日 午前 1時 30

分に漸くBCま で降ろすことができた。スピーデ
ィーに約 1,500mの 高度を下げることが出来たた

め、工藤は事なきを得た。

今回の登山では、先の急性肝炎に依る隊員の離

脱、雪崩事件、そして肺水腫と事故が相次ぎ、結

局、この三度目のアクシデントが我々の最後の意

欲と力を奪い去り、登山活動に終止符が打たれる

ことになった。

隊の総力量に対して、山が大きく厳 しすぎたよ

うである。折角の「玉峰」を前に悔恨の残る登山

であった。

(尾形 記 )
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憧憬の山 ガ`ンケル、は、我々にとって果して

遥かなる山であったのだろうか。 3年間に亘る準

備研究および 2度の偵察行は十分生かしきれたの

だろうか。はたまた、実際の登攀活動において、

全員一九となって覇気をもって果敢に攻撃をしか

けたのであろうか。

様々な出来事が生 じながらも、全員が無事に帰

途に着けた安堵感と予期せぬ敗退の悔恨とが交差

する昨今である。

そもそも、本遠征は本部の要請により北海道が

主体となって推進してきたものであり、あくまで

も初登頂を目指して組織された隊である。

つまり、敢えて困難なルートから登るとか、或

いは02レスとかの内容を重視した隊でもなく、人

材を育成するような登山学校形成の隊でもない。

あくまでもチームの融合をもって最も可能性の高

いルートから初登頂を目的とする隊であった。し

かしながら、皮肉にも最も困難なルートと想定さ

れていた中央稜からの登攀となり、種々の条件が

重なり合い敗退と言う結果になってしまった。

当初は長大な西稜からのルートをとる予定であ

ったが、現実には写真等で分析した以上に厄介な

部分や不明な部分があること、ABCま でのアプ
ローチが長すぎること、そしてまたキャラバンの

遅れによる日数不足が影響して中央稜に転進する

形となった。その後、ルートの困難さから西稜へ

の転進を考えたが、結局最終的に中央稜を再攻撃

するに至った。

結論的には、尾形登攀隊長のリードのもとに困

難な岩壁帯あるいは複雑なナイフリッジを工作 し

て最高到達高度 6,800mを もって終止符がうたれ

た訳である。ただ、頂上に達することができたか

どうかは定かでないが、工藤の肺水腫が生じてい

なければ更に高度をかせぎ 7,000mの ラインを越

えたものと考えられる。最高到達高度 6,800mの

地点は、第 1岩壁帯を越え第 2岩壁帯に取り付こ

隊長 大内倫文
うとする所であり、更にこの上部には第 2岩壁帯

および頂上直下雪壁の下部に連なる大ハング帯が

あり、これら2つの大障壁突破の課題を残すはめ

となった。

ここに、登山中止に関与する敗因をまとめてみ

ることとする。当然ながら敗因は多々ある訳です

が、主因と考えられるのは①総合的なチームの戦

力不足、②ルー トの困難さ、③日数不足である。

また、これらの主因に病気による隊員の離脱か

らくる戦力低下、これに伴うサポー ト隊編成の困

難さ、02不足、そしてまた今後の事故への危惧等

があり10月 2日 をもって登山中止とした。この結

論は全体協議の上での決定であるが、隊員の中に

はまだ時間が残っているのでやれる所までやりた

い、もう少し頑張りたいの意見はあった。しかし、

工作未終了の困難な部分が更に上部に残っており、

この工作は更にすべて登攀隊長 1人の肩にかかる

ことになる訳である。従って、やりたいの意欲は

判るが、自分の手でと云う覇気が感じとれないこ

ともあっての決定となる。確かに、日数的には不

可能ではないぎりぎりのラインで可能性が残って

いた。とにかく10月 13日 にすべての登攀活動を終

了し、16日 にBCを離れることとなっていた。決

定権は隊長にある訳だが、残された時間内で執拗

に攻めるか安全をきして撤退するかは悩むところ

であった。その時点では、ルー トの困難さと戦力

不足からみて登山中止の判断は良策と考えざるを

得なかった。

さて主因の一つである戦力不足であるが、これ

はルー トの困難性との兼ね合いから生じるもので

ある。当然ながらそこには経験、技術、体力、精

神力等の外面的なもの内面的なものが関与してく

る。もともと本隊は西稜ルートからの登頂を目指

した隊であって、準備段階より中央稜を登ってみ

たいの気持を抱いていたが実際には力量からして

中央稜は無理であるとの答が出ていた。いわゆる
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ったピナクルと第 2岩壁帯
中央崚を落すためには、高度な技術を要ししかも

高所経験を有する者がいないと云う問題があった。

本部からの補強として参加した尾形登攀隊長 1人

だけでは少なすぎる戦力も判っていた。そして、

西稜は中央稜に比じ極端に容易との考えではなく

長大な頂稜を除けば部分的に困難な場所は何とか

クリアーになるだろうとの想定であった .課題の

長大な頂稜は高所順化と体力と精神力との世界で

あり、技術的には大きな問題がないだろうのこと

であった。しかし、現実には、西稜ルー トは予想

以上のルートであり、中央稜以外にガンケルを落

とすルートはないことに帰着した訳である。

ここで、工作隊のレベルがクローズアップされ

ることとなる。チームを編成する以上、工作隊は

作る訳だが、今回の場合高所での困難な場所にお

いて十分行動できると断言できたのは登攀隊長の

みであり、病気による離脱の結果となった江崎に

しても技量は認めながらも高所での未知数をかか

えていた。当然ながら他隊員も同じことであった。

実際面での工作隊は、江崎の離脱により尾形チー

ム 1パーティの形で行なわれてきたのであるが、

終始登攀隊長のリー ドに委ねる結果となった。

これは、今回の失敗に直接的に関与するもので

はないが、工作隊員の積極性の欠如と云う点が挙

げられる。技量がないからトップエ作ができなか

った訳ではなく、その根底には 7,000m以上の困

難な山を陥落させる意気込みの欠如が現われたも

のと思われる。すなわち、荷揚等の指示による行

動には十分発揮できる力を持っているにもかかわ

らず、人まかせ的な行動となってしまったことで

ある。 トップに立とうとする意欲は、登攀隊長の
そつないリードを見るにつれ、とてもたちうちで

きないと言う精神的な弱さとルートの困難性から

不安で萎縮してしまったものと思われる。つまり、

内面での意欲とうらはらに、外面に形として現わ

れない結果になってしまったことになる。これも、

個人差はあるものの経験不足そして高所登山の心

構えの欠如となり戦力低下の原因ともなってくる。

ただこの件に関しては一概に個々を責めることで

はなく、隊長・登攀隊長の指示不足も関連するこ

とでもあろう。

その反面、江崎の急性肺炎による離脱、それに

伴うドクターの離脱があったにもかかわらず、最

終的に登山中止の要因となった工藤の肺水腫まで

の間、ほぼ予定通リキャンプ展開ができ、荷上も

若千遅れ気味ながらも消化できたことは隊全体の

動きがスムーズであったからである。当然、これ

には BTCス タッフの BC～ ABC間の荷上げの
協力があった結果であるが。そしてチームー九と

なっての総結集の力を見せたのが、工藤の搬出時

である。これはやればできると言う証明の表われ

と思える。更には又、ヒマラヤ初見の勝嶋、亀田

の健闘は予想外のものであり、自他共に認めるも

のと思われる。

他に、共同生活面における気くばりの欠如等の

反省点はあるが、これは個々の性格上、育った環

境の相違から生じるものと相互の意志疎通の少な

さおよび遠慮が高じて生じたものと考えられる。

いずれにせよ、細かいことを掌握できなかった隊

長の不徳によるものである。

最後に、失敗と云う形で終ってしまい関係各位

にははなはだ申し訳けない気持ですが、あの戦力

であれだけやれたことおよび肝炎、肺水腫、雪崩

の 3度のアクシデントにもかかわらず全員無事で

あったことは幸運すぎる感じです。そしてまた、

尾形登攀隊長から得られたものは、私も含め隊員

一同貴重なものと確信 しております。これらの体

験を今後の糧とし、新たなる出発としたいです。

1985年 HAJブ ータンヒマラヤ登山隊
隊長～大内倫文 (37) 登攀隊長～尾形好雄 (37)
医師～小林真也 (28) 隊員～江崎幸一 (33)
三好 誠 (26) 工藤哲靖 (26) 亀田文恵 (26)
勝嶋俊司 (23) 渡辺 斉 (45) 半谷貞夫 (38)
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■■IH:MALAYA NEWS

≪中 国≫

中国登山協会の組織が一部変更

中国登山協会では1986年 1月 1日 付で組織の一

部変更が行われ、新たに体育旅遊公司が発足した。

この機関は主に山岳旅遊を担当する。 トレッキン

グだけの申請は今後体育旅遊公司に行うが、登山

に トレッキングが付随した計画については従来通

り中国登山協会が取り扱う。尚、体育旅遊公司の

総経理には中国登山協会秘書長の玉富州氏が就任

し、張俊岩氏も旅遊公司へ転出した。

登山隊へ地図支給

中国登山協会では1986年から関係部門の協力の

下に、登山隊に必要な 5万分 1、 10万分の 1ク ラ

スの地図を支給することになった。これはあくま

でも登山隊の便宜を考えてのものであり、販売す

るものではないようである。

登山シーズ ンについて

中国のネパール国境付近の山々については、登

山シーズンを 4つ に分けて許可している。

春=3月 ～ 5月    ,夏=6月 ～ 8月

秋=9月 ～10月   冬=11月 ～翌年 1月

尚、それぞれのシーズンについては、各々重な

る部分が出てくる。又、現在 8,000m峰 は、チョ

モランマ、チョゴリ、シシャパンマ、ガッシャー

ブルム I、 Ⅲ、ブロード・ ピークの 6つが開放さ

れているが、チョモランマの東北稜について1991

年までの冬を除く全部のシーズンは許可済みである。

カモシカ同人隊、雪辱成らず

冬期チ ョモランマ北壁

冬期チョモランマの北壁に挑んでいたカモシカ

同人隊 (高橋通子隊長59名 )は、 8,450mを 最高

到達点に今回も断念となった。

10月 21日 にBC(5,550m)を 設営した同隊は、

例年よりも多い積雪で Clへのルートエ作、荷揚

げが難航し、31日 にCl(6,150m)を建設。其の

後、11月 4日 C2(6,900m)、  13日 C3(7,720

m)に順次キャンプを建設した。然 し、24日 にC

4(8,000m)建設に向かったところ、既に荷揚
しておいた装備、食糧などが、全て強風で吹き飛

ばされており、C4建設は果せなかった。其の後、
12月 2日 にC4を建設した。

16日 に大蔵喜福登攀隊長と近藤謙司隊員の 2人

が 8,450mま でルートエ作を施 し、翌 17日 に同隊

員が 8,200mの キャンプよリアタックを試みたが、

悪天候のため断念した。

同隊は1983年冬の再挑戦で、今回はネパールか

らシェルパ13名を高所ポーターとして投入するな

ど、前回の失敗を教訓に万全の態勢で臨んでいた

が、雪辱は成らなかった。

≪パキスタン≫

カシミール情報

S.Aカ イユーム・ アーザード0カ シミール大統

令質は10月 8日 、 イスラマバード
~で
、 インドはジャ

ム&カ シミールの停戦ライン付近で軍の強化を進

めていると語った。

同大統領はジュネージョ首相と会談後、国会内

で記者会見を行ない、停戦ライン沿いのインド軍

の大量駐留はパキスタンに対する恒常的な挑戦で

あるが、最近数週間の増強には不安があり、パキ

スタンの戒厳令解除も近く行なわれようとしてい

る重要な時期に、このインド軍の動きはパキスタ

ンヘの圧力とも受け取られると語った。

特に最近伝えられるシアチェン氷河地帯の動揺

は、同地帯の支配によってアフガニスタンのワハ

ン地域を掌中に収めてソ連と直接結び、かつパキ

スタンと中国とのつながりを断とうとする狙いも

あるとカイユーム大統領は述べ、あわせてカシミ

ール問題の解決は国際機関に頼るしかないので、

パキスタンが国連を動かす全てのイニシアティブ

を取るべきだが、パキスタン政府にそれができな

いなら、アーザー ド・カシミール自体が直接関連

機関に働きかけ、国連でこの問題を重ねて取り上
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げるように世界にアピールしたいと述べた。

(パーキスタン 12月 号 )

八千米峰、三季連 続 登頂

山田氏、冬のマ ナ スル にも登頂

ネパール観光者が12月 18日 発表したところによ

ると、マナスルの冬期登山に挑んでいた山田昇

(35)と 斉藤安平 (32)の ペアは、14日 午前11時 40

分に北東稜からの登頂に成功 した。

山田氏は1982年 12月 にHAJ隊 の隊長として冬
のマナスルに挑戦しているが、この時はクレバス

に転落して負傷 した為、登頂は成らず、今回三度

目の挑戦で雪辱を果した。

今年は、 5月 から8月 にかけてHAJの K2隊 に
参加し、 7月 24日 に無酸素登頂。続いて 9月 から

10月 にかけて植村直巳物語撮影隊のエベレスト登

山に参加し、10月 30日 にこれも無酸素登頂に成功。

そして今回の冬期マナスルに登頂と、夏、秋、冬

の三季連続して 8,000m峰の登頂に成功した。三

座継続の登頂としては、82年の R・ メスナーによ

るカンチェンジュンガ (春 )、 ガッシャーブルムⅡ

(夏 )、 プロード・ ピーク (夏 )があるが、 ビッ
グ2を含む継続登頂は初めてである。氏の継続登

頂としては、83年のローツェ (秋 )、 エベレスト
(冬 )の 2座継続登頂がある。

これで氏の 8,000m峰 登頂は、 6座 8回 となっ
たが、これらの記録を見てみると2度登頂 してい

るエベレストは冬期と無酸素で登っており、ダウ

ラギリは南東稜と北西稜 (ペアー・ ルート)と い

ずれも屈指の難ルートを登っている。また、冬期

8,000m峰 としては、 エベレスト、マナスル (2
回 )、  アンナプルナ (南壁 )と 4度の実績を持つ
など、これらの内容から見ても氏が単なる8,000

m峰のコレクターでない事が窺われる。これ ら

8,000峰 登頂の他に氏は、垂涎の秘峰であったラ

ンタン・ りとマモストン・ カンリと云 う2つ の

7,000m峰 の初登頂も成し遂げている。来年はト

ランゴタワーでの岩登りを計画していると云われ、

これからの活躍が益々期待される。

HIMALAYA NEWSI■ ■

ヒマラヤの首脳―同に会す

インド・パキスタン、バングラデシュ、ネパー

ル、ブータン、スリランカ、モルジブの 7ケ国で

構成する「南アジア地域協力」の初の首脳会議が

12月 7日、ダッカの国際会議場で開催された。開

催国バ ングラデシュのエルシャルド大統領を議長

に選び、各国首脳が基調演説を行なった。各国首

脳の発言の基調は、南アジアの安定のカギは経済

開発にあると云うもので、敵対をやめ、地域協力

を通 じて安定の実現をはかりたいとしている。

同会議にはハク・パキスタン大統領、ガンジー

インド首相、ビレンドラ・ ネパール国王、ウォン

チュク・ ブータン国王などヒマラヤ諸国の首脳が

出席された。

中国登山研究会

HAJで は1986年 7月 ～ 8月 に四川省登山協会
と合同で「雪宝頂 (5,852m)」 登山を実施する。

この登山は四川省人民政府挙げての合同登山であ

り、この議定のために代表団が来日することにな

った。この機会を得て「中国登山研究会」を下記

のとおり実施します。

記

日時  3月 2日 (日 )13時～16時

場所 大正セントラルホテル会議室
高田馬場駅前 

定員 40名

会費  2,000円 (資料代込み )

講師 四川省登山協会副主席他
申し込み HAJ事 務局 
(参加希望者は、必ずお申し込み下さい。)

東 京 集 会

1月 の東京集会は下記の通り開催 しますので、

多数ご参加下さい。

日 時  1月 27日 (第 4月 曜日)p.m.7時～
会 場 HAJル ーム
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地図の空白部ヘ

今日のヒマラヤにおける登山において、未知で

あり、そして未踏であることはそれのみでも価値

のあることである。まして 7,000mを越える高み

に光り輝く峰であれば、私達の心の奥深くまでゆ

さぶり、立ち上がらせるのには充分すぎる対象で

ある。

カラコルムの秘峰といわれ、その存在は古くか

ら知られてはいたが、中国領内ということで近付

くことすらできなかったクラウン峰であるが、

1980年の中国側の解放以来、数年に亘るHAJと
中国登山協会との交渉の結果、チョゴリの姉妹峰

として特別の入域を許されることとなった。当初

は84年の夏を目標として準備がすすめられたが、

この山域はカラコルム山脈北面の氷を集めるケル

チン河 (シ ャラスガム河 )の存在が、大きな障害

となり、 6月 から9月 中旬までは隔絶された地域

となることは以前の記録からも明らかであり、か

なり長期の登山を覚悟 しなければならず、その他

の事情にもよりその後の再検討の結果、85年 8月

から10月 までの75日 間という新たな計画にて隊員

を募った。

その結果11名の希望に燃えるメンバーの参集に

より、日本カラコルム遠征隊は、はるかな未踏の

クラウン峰をめさして84年の暮れ近く組織された。

▲ヤルカンド河を行 くラクダ隊

一年に満たない準備期間でなんとか出発までこぎ

つけられたのもHAJな らではのことであろう。

シルクロー ドの真只中ヘ

8月 16日 、 JALの 事故の興奮さめやらぬうち
に、同じッルのマークの飛行機にて成田を全員揃

って出発する。盆の16日のことゆえ、「帰るのは

来年のお盆だよ」の冗談も、いくらかは真実味を

感じていた。

18日 に北京での打合せをすませ、ウルムチヘと、

3,500 km、 約 4時間。更に19日 にカシュガルまで

1,500 km、 プロペラ機で約 4時間のフライトにて、

河西走廊も、タクラマカン砂漠も一気にとび越え、

シルクロードのまっただ中へと入ってきてしまっ

た。20日 にはバスにてカルガリック (叶城)へ と

向う。 260揃の西域南道の砂にまみれた砂漠の道

であった。 6月 に日本より送っておいた隊荷を受

け取り、更に燃料、食糧の購入等の準備も整い、

約 2.5tに なった隊荷を 2台の トラックにつみこみ、

11名の隊員と中国側 3名の計14名 は大型バスにて

ラクダの待つキャラバン出発地のマザーヘと向け

て22日 に出発した。

カルガリックの街並をぬけ、ポプラ並木の中の

道を30分 も走ると道路は二股となる。まっすぐ行

く道に「和田」 (ホ ータン)の文字を見る。西域

南道砂漠への想いがフッと頭に浮ぶ。私達は右に
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折れてチベットヘの新蔵公路へと入る。

ククヤール、フサといったォアシスの集落をぬ

ける以外は不毛の砂漠であり、一同その広大さに

声も出ず、ただひたすら車の振動に身を任せ、砂

ボコリに埋まるのみ。

アカズ峠 (3.300m)越えは、思わずシートか

ら腰を浮かすほどの険路であった。クディの解放

軍宿舎で一泊する。洗面器一杯の水に蘇生の思い

であった。

23日 は 4,900mの セラク峠を越える日である。

両側に連続する岩峰群、時折現われる草地の緑が

鮮やかであった。歩くに近い速度で峠に着く。車

で越えるとは云え、 5,000m近い高度を初めて体

験する者も何人かおり心配はしていたが、それほ

どの影響はなかったようだ。ただ一人昨日クディ

の宿舎でバスケットボールに張切りすぎた最年少

の中野が一人、とうとうバスから降りてこなかっ

た。 5,000から6,000mの雪をいだいた山波が広が

る。私達がめざすカラコルムの主脈はこの昆奇を

越えた彼方にあるのだ。峠から見える山々はほと

んどが無名峰だと聞く。峠から約二時間、乾いた

河原に沿った道を一気に下りきり、ヤルカンド河

の河原へと降り立ち、マザーの宿舎へと到着した。

一日遅れると聞いていた50頭のラクダも既に到

着 しており私達を待っていた。82年のチョゴリ隊

に参加 した星野とラクダエ達は 3年振りの再会で

あった。

マザーより25揃先、マザーダラという所がキャ

ラバン出発の予定であったが、 5b先で道路が流
されて車の通行は無理とのことで、とりあえず今

日のうちに隊荷のみをその地点まで運びデポして

きた。再びマザーに戻り宿泊した。

アギール の下、黄石灘を行 く

ラクダ と共 に BCを 目指 す

荒涼たる風景である。砂嵐の洗礼も受けた。こ

こに至るまでに下痢、発熱で体調を崩す隊員が多

く一日休みたい所であったが、先のことを考える

とラクダも到着 していることであり、やはり明日

24日 にキャラバンをスタートさせよう。宿舎の前

を流れるヤルカンド河の水量はかなり多く、ケル

チン河の渡渉が心配でもあった。

翌24日 、昨日のデポ地まで トラックにて向い、

ラクダ隊に荷を託す。私達は当初荷物の重量から

ラクダの頭数を40頭 と予定し、そのつもりでここ

まで来たが、どういう連絡の手違いかラクダは50

頭きており、一頭でも減らしたい私達と連絡官を

間にして交渉する。結局 8頭キャンセルし、42頭、

ラクダエは13人 という所で落ちついた。規定ではラ

クダ3頭にラクダエ 1人、ラクダに積む重量は80

kgと いうことであるが、荷物の容積と個数も大き

く関係するようだ。

それでもネパールやインドのような煩わしさは

なく、壮大な広い河原にくり広げられたキャラバ

ン出発時の光景は今までに体験 したことのないあ

る種の静けさすら感じられ、ああ、まさに遠征だ

なあと山への思いを新たにする。

慌 しく過ごしてきた国内の準備期間中は、たっ

た 2、 3葉の写真から受ける印象で今回の登山を

心に描いてきたが、こうして現実に荒涼というか、

豪壮というべきか、感動すら覚える風景に接 して

みると、登山と遠征の違いというようなものを感

じてしまう。

隊員達は次々と出発 していった。42頭のラクダ

によるキャラバンもとうとうスター トした。この
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日はマザーダラまで約20b、 河に沿った緩やかな

下りだ。

次の日もまた濁流に沿ってイリクヘと下る。標

高は 4,000mか ら3.600mぐ らい、盛りは過ぎた

とはいえ、水流に沿って咲く花がきれいだ。毎夜

少し小雨がパラつく。 4,500m以上は雪のようだ。

イリクは実に広く素晴しい所だ。はぐれ者のラ

クダが一頭私達のラクダ隊に近付いてきた。イリ

クのコンクリート橋を渡り、ヤルカンド河と別れ

てイリク河の広い河原へと入る。

一世紀も前にヤングハズバンドが越えていった

アギール峠、半世紀前にシプトンが越えてきたそ

の踏みあとを私達は辿っていくわけだ。

曇り空のもと26日 、ズークシャクスガムと呼ば

れた谷を左にわけて見事な河岸段丘が続く谷筋に

キャラバンを進める。二俣の紅柳灘で一泊 し、翌

日黄石灘という素晴しい草地をぬけ、アギール峠

への登りにかかると、夏の間だけ放牧に上がって

いるギルギス人のカルカがあり、彼らなりの歓待

を受ける。峠下の第ニカルカのテント場は 4,500

m近 く、高度の影響を感じる。ラクダすら「まい

った」という顔をして荷物を降ろしても動こうと

はしなかった。

28日快晴のアギール峠 (4,780m)を越える。

とうとう大カラコルムの主脈との対面だ。眼下に

はケルチン河の流れが光り、感激の一瞬であった。

岩陰には、わずかであるだけによけいに美しく感

じる高山植物が花を咲かせており、キャラバン始

まって以来の最高の一日となった。

しかし、好事魔多しとか、峠よリケルチン河へ

と一気に下りついてみると、予想通りといおうか

河巾 l km近い河原に幾筋もの流れはそれぞれがか

なりの水量であり、三度、三度と渡渉をこころみ

たが、無理することもあるまいとの連絡官の荘申

のすすめもあり、ラクダの迎えを待つことになっ

た。

ラクダは段丘が下れずにかなり上流まで行って

河原に下り、対岸へと渡り、今日の泊り場である

第一紅柳灘の茂みの中へと入っていった。その間

約 2時間ただじっとして待つ。午後の日差しは強

烈であり、水かさも次第に増してきた。三角波を

立てて流れる濁流を前にして、いつまで待っても

一向に来てくれそうにないラクダさん、本当に来

てくれるのかいな。連絡官も通訳もいささかあせ

‐
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りだして上へ下へとうろうろ始めた。このまま今

日は食糧も寝袋もなく、ここでビバークかなと真

剣に考えはじめたころ、やっと対岸の紅柳の茂み

の中から数頭のラクダの姿が表われた。ホッとは

したが、着いた時よりもかなり水量は増 してきて

おり、果してこの流れを渡れるものやらと心配の

タネはつきない。しかし、さすが 4ツ 足の強さか

腹まで水につかりながらも押し渡ってきた。一頭

に二人ずつ乗ってやっと私達も今日の泊り場へと

着くことができた。

29日 は第二紅柳灘までケルチン河の河原を下る。

数度の渡渉はすべてラクダの背に乗せてもらう。

午後になるときまって広い河原を砂嵐が舞う。ど

うしてこんな地形ができるのかと思わせる両岸の

バッサ リと断ち切ったような岩壁群と、巾 lmは

あろうかという広い広い石河原。

今日は早く泊り場に着いたので、アギール峠で

仕入れてきた羊を 1頭つぶして大宴会 (?)をやる。

少しばかり酒も入り、歌も出る。皆かなり疲れが

見えるが BCまであと2日 だ。

30日 はケルチン河と別れてサルポラッゴの谷ヘ

入る。チョゴリ(K2)が見えると思うと、気持だけ

は先へ先へと行くが、この日の渡渉は窮めつけだ

った。荷は水につかり、流れに立往住するラクダ

も出てきて散々だった。サルポラッゴの谷へと入

ると砂嵐は一段と激 しくたたきつけるようにやっ

てくる。チョゴリはわずかにその一部をのぞかせ

るのみ。チョゴリ氷河からの激流をまたラクダの

背にて目をつぶって渡ると、音紅灘 (イ ンホンタ

ン)の豊かな茂みの中へと入って行く。周囲が周

囲だけに緑のある所の素晴しさをひとしお感じる。

この日の夕刻、小高い丘の上に作られていた'82

年の日山協チョゴリ隊で亡くなった柳沢・坂野両

氏の追悼会を行なう。坂野氏のご両親から預かっ

てきたものを付近に咲いていた花とともに墓前に

供え、私達の登山の無事もあわせて祈る。ここま

でご苦労させられたケルチン河が「帰らぎる河」

にならぬよう誓いを新たにする。

31日 、今日こそ BC、 そしてクラウンが見える

と思うと自然に足は早くなる。サルポラッゴとィ

ンスカイティの合流する所は、広い河原には慣れ

てきた私達にも一段と広く感じる。それもそのは

▼インスカイティ氷河に入る

ず 3 kmは あろうか。野生のロバが 1頭近付いてき

た。サルポラッゴからの流れを渡り、いよいよイ

ンスカイティの流域へと足を踏み入れる。

連絡官のすすめる BC予定地は合流点の尾根の

末端で、たしかに紅柳灘はあるが氷河舌端までの

距離を考えると少 しでも奥へ入りたいので、無視

して更に先へと進める。最低条件としてはとにか

く水、そして風のさけられそうな所であるが、ぜ

いたくのいえる所ではない。できるだけ氷河の舌

端までと思っていたが、水の問題からBCの位置
を決定する。右岸の山際、背後のルンゼから澄ん

だ流れがあり、わずかではあるが紅柳もある。

「日本には、住めば都という言葉があるよ」と連

絡官にも納得してもらう。

ラクダ隊は荷をおろすとすぐ今日中にインホン

タンまで帰るという。苦しかったが、厳しかった

が一人の落伍者もなく、荷物をひとつも失なうこ

となく予定通りの日数で BC入 りできたのは、実
にラクダとラクダエのおかげである。ラクダぬき

では考えられぬキャラバンルートであった。

「何かお礼を」という私達に、あたり前のことを

しただけだとラクダエのリーダーはいう。「あり

がとう、気を付けて帰ってくれ。そして帰りもま

た頼むよ」これだけ云うのが精一杯だった。

食堂用の大テントを張り、そして隊員用の 5張

りのテントで、11人の日本人、中国人 3人、そし

て羊 3頭の BCにて40日間の生活が始まる。

めざすクラウンは、いまだその全容を表わさな

い。標高は 3.946m、 氷河舌端まで 2輸だ。

中国― の大氷河ヘ

9月 に入り、 2日 間 BCの整理も兼ねて休養し、
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3日 よりいよいよクラウンに向って行動をおこす。

BCよ り実際の登山の基地となるClまで、約 1

tの荷物をどう荷上げするかが序盤戦の鍵である。

幸いというべきか、帰路に使う約束のラクダが私

達の登山終了までインホンタンにて待機 している

とのことなので、何とかそのラクダを使い、Cl
への荷上げができないものかと話を持ちかけたと

ころ、OKとのことだが、それが可能かどうかは
ルー ト次第とのこと。この先は彼らも未知の領域

なのだ。

インスカイティ氷河は、中国最長 (42m)と い

われているが、登山を目的として入域するのは私

達が初めてのことであり、地図の空自部といわれ

てきた。この山域の地図も1938年英国のシプトン

隊に同行 したスペンダーの作製したものがあるの

みで、ランドサットの空撮の写真も手に入れたが、

不鮮明で、正確な所は私達が自分達の足と目で確

かめることによって、明らかにされる。

9月 2日 、舘野、中込の 2名で氷河末端部の偵

察を行なう。舌端の中央部より流れでる濁流は、

氷塊を混じえたかなりの水量で、対岸へ渡ること

はあきらめて右岸ヘルー トを求める。

両岸より氷河へ落ち込むルンゼを、左岸を下部

より 1、 2、 3、 4ル ンゼと仮称し、右岸をやは

り下部よりA、 B、 C、 D、 Eル ンゼとした。C

lは左岸 4ル ンゼの出合いの予定であり、まずは

右岸沿いに取り付き、 Eル ンゼ付近より左岸に横

断するルートをさがすことにする。私達の見た限

りでは何とかラクダが入れそう、というより入っ

てくれると思ったが、翌日通訳の王星を同行させ

ると無理ではないかとのことだった。

Clへ向けて行動を開始するにあたり、隊員を
3人ずつの 3隊にわけた。A隊は中込、橋本、中

野。 B隊は星野、小川、宮坂。C隊舘野、石川、

森山で遠藤、菅沼は適宜各隊に入って行動という

ことで、まずClへのルートを求めて A隊が 4日

分の食糧を持って 3日 にBCを 出発した。 B、 C

隊はサポートにまわる。

限りなく水平に近い大氷河。巾は 2 km以上あり、

末端よりかなり上流まで氷の上を岩くずが不安定

に覆いつくし、歩きにくいことはなはだしい。こ

の日はEル ンゼ付近より横断を始めたが、セラッ

ラウン

ク帯と氷河上を流れる急流にはばまれてかなり苦

労 し、何とか渡りきったものの 3ル ンゼの手前ま

でしか達せられなかった。しかし左岸は氷河と山

側斜面との間に巾50m程の河原があり、何とか下

部より繋げるルー トを求めて、 BCに 残った全員

で 4日 に偵察に向う。

A隊は更に上部にこの河原をつめて、難なく4

ルンゼの出会いに達し、 4ル ンゼをつめて5,000

mまで登り、クラウンの南面の地形を明らかにし

た。 4ル ンゼの出会い (4,410m)に Clを置き、

これより4ル ンゼを登り、南東稜へ取り付くこと

は可能であり、上部へのルートはここしかないだろ

うとのことであった。下部のルートも最短距離にて

左岸の河原に降りたつルートも確保できて、思っ

たより短時間で細いながらもClか ら更に上部へ

のラインがつながり、幸先の良いスタートである。

これで Clま でラクダの荷上げが可能となれば

下部での時間をかなりつめられると思い、 5日 と

6日 の 2日 に亘ってラクダ10頭にて荷上げを試み

た。残念といおうか、当然といおうか 2日 間のラ

クダ隊の試みは失敗、左岸の氷河舌端まで 800 kg

の隊荷を運び上げただけに終ってしまった。それ
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でも、 6日 B隊によりClが設営され、Clよ り
デポ地まで逆ボッカで 1日 の往復が可能となった。

BCと Cl間、標高差 400m、 距離にして15肺、
Clか らデポ地まででも往復 8時間に及ぶ苦しい
荷上げが始まった。

Clか らデポ地まで、ノンストップで走っても
空身で下り3時間、そして、なるべく背負いやす

そうな荷を選び、重そうな荷は若い者に押 しつけ

る。苦しい時は老いた顔を し、とにかくメシの時

は精一杯若い顔をし、入り乱れるハンを「ォメエ

ら10年早いよ」とはらいのける。等々くだらぬこ

とを考えながら15～25kgの荷におしつぶされるよ

うに 6時間の登りが、 9月 18日 まで続いた。

水平の道よ り垂直 の壁 ヘ

Clの標高は 4,410m、 日がたつにつれ少しず
つ態勢も整ってきた。隊員達も順次 BCよ りCl
へ移動し、エスパース4張 り、ダンロップ 1張、

資材、食糧倉庫も整備された。水は 4ル ンゼの濁

流を使うか、少しはなれた氷河わきの池まで汲み

に行く。背後には 3段から5段の見事な段丘があ

り、前面の氷河の上に対岸の 6,000mの 連なりが

広がる。たまにセキレイが 1～ 2羽とび回る以外

は生の気配は感じられない。 4ル ンゼの奥には三

角錘の岩峰クラウンが雪煙をあげている。

12日 、 B隊がC2へ向けて 4ル ンゼ奥のアイスフ

ォールに取り付く。すさまじい形相の舌端は 100

mの氷の壁、右側のモロいガレとの境いを急登約

1時間でクラウン南東面が一望に見わたせる小さ

なテラスにでる。背後には登るにつれてィンスカ

イティ氷河がますます広がりを増し、パキスタン

との国境の山々が連なる。

このテラスで一息いれて、ス トックをピッケル

に持ち替えてァィスフォールヘと入る。クレパス

を渡り、セラックを回りこみ、対岸へと40分の ト

ラバースだ。右岸のモレーンを登りつめると圧倒

的な南東稜末端壁の垂壁につき当る。白茶けたク

ラウンの岩壁と対象的に足元のモレーンは黒い扁

平な岩で覆われている。

末端壁の基部で氷河は 3本に分かれる。西に向

う氷河は南壁の基部へ、東へ向う氷河はズタズタ

のクレバス帯を持ち、クラウンから東へのびる稜

線へとはい登る。そして中央の氷河が南東稜の右

にアイスフォールをかけ、東壁の下部を急峻にか

け上る。

14日 、 C隊によって南東稜末端壁の基部 5,100

mに C2が建設され、本格的な登攀の拠点となった。
天候は比較的安定しており、 2、 3日 おきに夜

間に降雪があるが、積雪は 5～ 15cm程で、太陽が

出て 2時間もすればすっかり消えてしまう。

今回の遠征には BCに気象用のファクシミリを

持ってきており、太陽電池を電源として 1日 2回

300 mbと 500 mbの 高層天気図をモスクヮより受

信 し、大体の天気の予測はつけることができた。

シベリア寒波の南下を一番おそれるわけだが、今

の所アラビア海の高気圧の勢力下にあり、まだ夏

の気配が残っている。

C2から予定では南東稜に直接取り付くべく、装

備の面でその準備をしてきたわけだが、私達の資

料では眼前の末端壁の 500mの垂壁の存在は知る

ことはできず、 1ピ ッチ試登してみた限りでは、
クラック、リスに乏 しい石灰岩質の岩であり、脆

登暴 ルー ト図
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さと堅さの交叉した傾斜のきつい壁である。登る

となればかなりの時間と労力がかかり、ルートは

必然的に東壁側に求めざるを得ない。

.末端壁の裏側は落石の絶え間ないガレ場となっ

ているc中央のアイスフォールの最下段を越えて、

東壁下部の氷雪壁へのルートが一番妥当なようだ。

15日 、C隊がクラウンのその台座ともいうべき

東壁下部氷壁へ、最初のアイスハーケンを打ちこ

む。アイスフォールの最下部の 2ピ ッチはほとん

ど垂直であり、かたい氷が 5,000mを 越す高みに

いることを忘れさせるような、快適なアイスクラ

イミングを満喫させてくれる。 5ピ ッチでA隊に

バ トンタッチする。        (舘 野記 )

氷壁、雪崩、そ して……

9月 17日、無残にも前日張った12ピ ッチのフィ

ックスロープのうち、 5ピ ッチ程が上部からの氷

塊と落石によリズタズタになってしまう。BCか

らC2ま で苦しい荷上げが続き、やっと本格的な

登山、クライミングができる。岩と氷に守られた

頂きは 2,000mの蒼空の高みにある。

C2～ C3間、高度差 1,000m、 ルー トは南東

稜東寄りの氷雪壁にとられ、いやとらぎるを得な

かった。中央に上部セラックからのラビーネンツ

ークが走り、これをさけるようにC隊によってダ

ブルアックス3ピ ッチを含む 5ピ ッチのルートエ

▼ C の チ

作を行なう。

17日 、A隊は今日はC3ま で、と気合いを入れ

てC2を 出発、中央の氷壁はさけて左のルンゼ状
のガレにルー トを延ばす。下降のことを考えてロ

ープをフィックスしようとするが、支点のハーケ

ンは全くきいてくれない。大きな岩にロープを巻

きつけるか、ボル トをたたきこむ以外に安定した

支点はなさそうである。

12ピ ッチからは右にトラバースして東壁下部氷

雪壁にルー トをとる。しかし、少 しばかりの雪の

下は堅い青氷であり、スノーバーは全くよせつけ

ず、フィックスロープの支点はアイスハーケンに

頼らさるを得ない。

16ピ ッチからは完全な氷の登攀となり、 トップ
は空身でダブルアックスのルートエ作、17ピ ッチ

で B隊 と交代 した。標高は既に 6,000m近 く。チ

ョゴリが、ムズタークタワーが素晴しい。

20日 、 B隊によって一番傾斜のきつい部分が突

破され、21日 、C隊も加って 6,050mの C3ま で

のロープがフィックスされた。ここまでは、テン

ト1張をおくスペースすら見い出せぬ一様な傾斜

の氷壁であり、 C2か ら 1,000mの 標高差を登っ

てしまった。末端壁の頭の耳と呼んだピナクルは

既に足下にある。

22日 、B、 C隊により、氷壁に突出した二つの黒

い岩を結ぶ氷稜を 2日 がかりで削り、やっと3人
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用のテントを建設する。

上部でルー トエ作を行なっている間もClへの
荷上げは終っておらず、上部にもかなりの負担が

かかり苦しい。だが高度障害は全員ほとんどなく、

ドクターもC2ま で上ってくる。
今まで9月 半ばとは思えない素晴しいカラコル .

ム晴れが続き、気温も高く、寒気ばかりを心配し

ていた私達は、Cl～ C2間ですら氷河の増水に
悩まされた。その好天も23日 から悪化し、上部ル

ートは視界がきかず、Cl～ C2の荷上げだけと
なり、C3への行動は中断された。ガレ場上部の
落石が激しいために視界のきかない日は危険であ

る。

C3への荷上げが滞ると、たとえ晴れてもC3
上での行動ができないので、風雪の中A隊に石川、

遠藤を加えて25日 にC3への荷上げに向うが、C
3下の氷壁は20cmぐ らいの積雪でも雪崩がでる。

この日は 5,700mに デポして下降、翌 26日 も風雪、

残すところ10日 たらずの登山期間を考えるとどう

してもC3入せねばとA隊が強引にC3に上った。
C3手前の 5ピッチ程はかなりのラッセルであった。
27日、A隊にとっては初めてのC3・ 6,000mで

の泊りであった。調子の悪い中込、中野に変り橋

本が トップで、風雪の中を何が何んでも上部岩壁

までとC3を出発oと ころどころ氷壁になってい
る。上部からは頻繁に雪が落ちてくる。元気な橋

C3か らのムズ ワ ー

本は上部からの表層雪崩が落ちてくる中、腰まで

のラッセルと頑張る。雪崩れるとピッケル、ロー

プにただ必死でしがみつくだけ。

11時 30分、赤岩と呼んでいた上部岩壁帯に到達

標高は 6,300m。 今日はここまでと下降にかかる。

C3を一気にとばし、幾度も雪崩に会うが無事C
2に帰りつく。          (中 込記 )

そ して……登頂断念

28日 、やっと晴れた。 6日 目にしてやっと蒼空

が戻ってきた。しかし壁に入ることは控えなけれ

ばならない。

C2に滞在中の 9人 (中込、星野、小川、森山、
橋木、宮坂、中野、石川、菅沼 )は、それぞれ南
壁の基部まで遊びに行ったり、末端壁にハーケン

を打ち込んでみたり、うさ晴しに精を出す。Cl
から舘野、遠藤が上り全員集まったので今後の予

定を話し合う。

C4を 28日 までにという予定はすでに不可能と
なった今は、クラウンの頂上が遠くなってしまっ

た事を認めざるを得ない。C3ま でに手持のアイ
スハーケンを使い切ってしまったのも誤算であっ

た。ここ数日の悪天による停滞によって登攀意欲

が散らばって しまった感もある。残された時間、

登れるだけ登ろうという意見と、だめならだめで

他に目をむけようという考えを総合的に判断し、
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▼クラウン東壁上部

10月 2日 C2撤収を決める。そしてそれまでの許
される時間、もう一度だけ上部岩壁にアタックし

よう。

しかし、この日の夕刻私達の最後の希望をたた

き崩す如く、アィスフォールが大崩壊をおこした。

ここ 4、 5日 前からの急激な気温の低下によって

アイスフォールの動きが激しくなったようだ。再

度の崩壊をおそれ、アィスフォール下部のルート

が破壊されたことにもよりC3の放棄を決定、こ

れによって私達のクラウンヘの夢は終わった。

物的損失のみで、人的影響がなかっただけでも

幸いというべきか。

28日の夜中に中込が一人でC2よ り降りてきて

隊長と今後の予定を協議する。

外は満月である。荒涼たる氷河に寒月もまたふ

さわしい。

シプ トンの踏み跡を辿る

29日 からは今後の為に、クラウンの北面と西面

の偵察に入る。小川、石川、橋木が東の氷河へ、

クレパスが多く北面の見えるはずの東稜のコルヘ

達することができず 5,500mで 引き返す。又、西

氷河から南西稜の稜線上にある6,117mの スノー

ピークの偵察は星野以下 4名で行ない、30日 に南

西稜のコルにテントを移動 したうえ、30日 と10月

1日 の 2日 に亘り、遠藤、小川、中込、星野、石

川、橋本、中野、宮坂の 8名が登頂する。

クラウンの南面、西面の圧倒的な大岩壁、クラ

ウン氷河源頭の山々、チョゴリ、スキャンカンリ、

ムズターグタワーからインスカイティ氷河源頭の

山々、更にバインダーブラックと晴天に恵まれて

貴重な風景をカメラに収めることができた。

隊長は29日 から連絡官への報告と今後の行動に

関する許しを求めて BCへ と下山し、10月 1日 に
またClへ と戻る。
6,117m峰へ登頂したその日、遠藤 1名を残 し

て 8名 C2を一気に撤収し、重荷にヨロヨロしな

がら、日没間近 Clへ と下山した。
何となく一仕事終わってしまった安堵感とある

種の空しさのうちに 2日 はClにて 1ロ ボッーと

して過ごすぃC2に一人残った遠藤も森山のサポ
ー トにとClに下ってきた。
3日 より気をとり直し、中込を リーダーとして

第一分岐点の氷河の踏査に 5名が向い、他の 5名

と通訳の王星を混 じえて中日友好氷河踏査隊とし

て、第二分岐点を目標にそれぞれ 3日 分の食糧を

持って出発した。

第一分岐点隊は、「たそがれの丘」と呼んでい

た氷河右岸の屈曲部にあるサイドモレーン状の草

原台地にテントを置き、群がる(?)青羊をかきわ

けて更に奥地をめざしたが、すさまじいセラック

帯におそれをなして、ほんの数時間進んだだけで

引き返 した。しかし対岸より見るクラウンの「こ

んなに凄い山だったのか」と今さらおどろかされ

るような山容をカメラに収めてきた。

第二分岐点を目指 した 6名 は、かつてシプトン

が辿ったであろうルー トを再び辿るべく、とりあ

えず第一分岐点の先端部を目標に氷河の中央部を

進んだ。夢の世界に迷いこんだようなセラック帯

に半日かかって対岸へと渡り、氷河上で一泊し、

翌日は空身で更に上部に進んだが、クラウン西面

の見える位置にて行動を打ちきり、ケルンを積ん

で降り始めた雪の中をClに戻った。第二分岐点
の 5 km手前と思うが、今さらながら「昔の人も凄

かった」と改めて半世紀前の偉業を思いおこす。

6、 7日 の 2日 に亘って Clを撤収する。 7日

はBCよ り無理して 1日 で往復する。
およそ 1ケ月振りのBCは、まばらに点在する

紅柳もすっかりその名の如く紅く染まり、季節が

変わったことを感じる。

BC撤 収、帰路キャラバン

10月 12日 の BC撤収までの間、付近の 6,000
m峰ヘワンディアッセントを試みる者、サルポラ
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ッコの谷へ向う者、又、どうしてもクラウンの北

側がみたいとケルチン河の下流へと向う者。そし

て、「俺は何もしないんだから」といって BCで
ゴロゴロする者、それぞれが再び来ることも難か

しいこの地に爪跡のひとつも残したいと行動する。

しか し、 BCに 下ってからは天候が再び悪化し、
たいしたこともできなかった。

12日 、撤収の日ぐらい晴れてくれよ、との願い

がかない快晴の朝を迎える。20頭のラクダに荷を

積んで帰途につく。

一日目は第二大紅柳灘までの長い行程、振り返

り、振り返リインスカイティ氷河に別れを告げる。

「住めば都さ」とBC入りした時の言葉もなつ
かしい。紅柳の紅葉もインホンタンの草もみじも

印象的だった。

来る時とちがって「ウソー.″」と叫びたいほど

水のひいてしまったケルチン河の河原をのんびり

と歩く。第一紅柳灘では冗談半分で始まった魚と

りに夢中になり、あまりの成果に久々に竜心に帰る。

厳 しい寒気の中アギール峠を越える。峠の湖も

凍てつき、黄石灘では夜半にかなりの雪に見舞わ

れ、この下のゴルジェの通過に苦労させられた。

途中、途中の紅柳灘で泊りを重ね、 6日 目の17日

にマザーダラに到着、約束通り出迎えの トラック

がきており、ラクダ隊と別れ、 トラックにてマザ
ーヘと帰る。

18日 、氷結したセラク峠をガタガタのバスにて

越え、クディを経て20日 にカルガリックヘと帰着

した。

およそ 2ケ月振りにシャワーを浴びる。帰る途

中のバスの中では、シャワーが先か、ビールが先

か激論をかわしてきた。

振り返れば

6.300m、 これが私達が到達できた高度であり、

すべてであるぃC2よ り東壁側に回りこみ初めて
登攀ルートを見た時、不遜にもこれは登れる山だ

と思いこんでしまったが、力を出しきるまでには

いたずらに終ってしまった。

記録のない山に、登攀ルートを見い出しながら

登れる登山本来の喜びを感じながらも、「前から

判っていたらなぁ」と資料不足、準備不足のボヤ

キも口に出る。

負け惜 しみの身の程知らずではあるが、「登れ

ない山ではなかったな」というのが、私達の印象

でもある。

南面から、そして西面から蒼空をつく三角錘の

尖峰が、また新たな夢の始まりだ。

振り返れば、砂漠に砂嵐と紅柳、うず巻く濁流、

紺青の空と氷夢の壁……。

思い出の中に、ラクダの列が遠さかっていく。

おわりに今遠征に際し、ラクダの食べる草を運

ぶために丼関農機さんよリミニロールベーラーの

ご寄贈を賜りました。この機械のお陰で草運搬の

トラック費用を大巾に節約する事が出来ました。

ここに末筆ながら深湛の謝意を申し上げます。

(舘野記 )

1985年 日本カラコルム遠征隊

隊長～舘野秀夫 (36)副隊長～中込清次郎 (38)

医師～菅沼 勲 (55)隊員～遠藤京子 (47)
小川貞夫 (38)星 野 貢 (37)森山安次 (35)
石川 昌 (32)橋本康弘 (31)宮坂憲一 (24)
中野圭一 (23)連絡官～荘中 (27)

通訳～王星 (28)コ ック～王建民 (35)
▲登頂 た 6′ 117m峰
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21日 、叶城招待所の食堂で、叶城登山協会の職

員を混じえて、コックの王建民のお別かれパーテ

ィを行なう。登れなかった悔いか、いまひとつ盛

り上りに欠ける下山祝でもあった。

ともあれ、こうして何とか全員無事に下山でき

たことで、最低限の満足としよう。

カシュガル、ウルムチ、 トルファン等を回り、
26日 に北京へと戻り、登山協会との頭の痛くなる

ような費用の精算の打合せをすませ、29日 全員揃

って成田へと帰りついた。



口寸 感□

1985年 も年の瀬を迎えて新聞・テレビ等のマス

コミは、丑年の 1年間を振返っての話題を報じて

いる。スポーツ界では、1985年のスポーツ大賞が

選ばれた。山登りに勲章はいらないと思うのであ

るが、85年の優秀団体賞には日中合同隊で初登頂

を果したナムナニ隊が選ばれた。昨今ではエベレ

ス トやK2を登っても話題にならないような風潮化

にあって、残り少なくなった未踏峰の初登頂がモ

テはやされるのであろう。然し、これら7,000m

峰の初登頂にもいろいろ差別 ?があるように見受

けられる。かたや鳴物入りのお祭り騒ぎで出かけ

た隊は大賞を受賞 し、一方、ひつそりと出かけた

マラングッティサールのような隊は、 7,200m峰

の初登頂にもかかわらず山岳雑誌からは原稿依頼

すら無いと云う。地域、高度の違いはあるにして

も少し片寄り過ぎてはいないだろうか。

来年は寅年、何千里離れたヒマラヤヘ出かけて

も必ず戻ってくるように祈念したい。

務 局
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Ll日 (1121月 )

6日 (金 )ナ ジール・ サビル氏来局
16日 (月 ) ヒマラヤm170発送
19日 (水 )～ 22日 (日 )本 会代表団、CMAと

の協議のため訪中 (稲田、山森 )

26日 (木 )東 京集会 (25名 )
27日 (金 )御 用納め
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エクスペディション&トレッキング

」

」
ネパール、インド、パキスタン、

ソ連 (中央アジア)へ遠征、

トレッキングを,悧画α耀争様へ。

，

‘
ン

航空券から登山要請、現地手配、入国査証

(ビザ)代介手続き、遠征隊・ トレッキ
ング用山岳保険加入に至るまで適切

なトータルアドバイス、手配を受け

たまわります。

・

一

■

ヽ

帥マウンテン・トリッフ
0150東 京都渋谷 区恵比寿西 卜8-|か ずさや ビル3F303号  a
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ホーム登山トレッキング保険代理店
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トレッキング・登山隊の許可取得から航空券・現地手配までお引き受けいたします。
～ ネパ ール・ イ ン ド・ ブータン・ パキスタン・ 東南アジア・ アフ リカ・ 南米～

わ遊薇な
東京本社  〒 101東京都千代田区神 田神保町 2-2 新世界 ビル 5階
大阪営業所〒 541大阪市東区平野町 4‐ 53-3ニ ューライフ平野町 202号 室
カ トマンズ営業所  JAI HIMAL TREKKINC(P)Lt

KATHMANDU. NEPAL ● 216338
運輸大臣登録一般旅行業 607号
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トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア
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○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東 京都新宿区百人町2丁 目2番 3号 803(208)6601～ 3

0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番地80486(41)5707

0水道橋登山店/〒 101東京都千代田区三崎町2丁目8番14号803(264)5575～ 6

●神田登山店/〒 101東京都千代田区神田神保町1丁目8番地803(295)0622

0新宿西日店/〒 160東京都新宿区新宿1丁目16番7号 803(346)0301は )

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地80273(27)2397(代 )

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁目4番8011(222)5305

づ⇔ 五万寡χだ―〃
●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番地の36号 80222(97)2442

●町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号80427(26)6243(代 )

●フ~ズシヨンプ/〒 160東京都新宿区百人町2丁目2番 43号●03(232)1286

●外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号 803(200)7219

0事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁目4番 15号 803(200)1004
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